


会長あいさつ　　　   大阪府鉄構建設業協同組合青年部会会長　　松田　吉展　―――　　１　

３０周年によせて      大阪府鉄構建設業協同組合理事長　　佐野　勝也　――――――　　２

青年部会の歴史～設立から２０年目～　 ―――――――――――――――――――　　３

２０年目から３０年目へ　　――――――――――――――――――――――――――　　６

会員紹介　　―――――――――――――――――――――――――――――――　１３

協賛広告　　―――――――――――――――――――――――――――――――　17

事務局から一言／令和 2 年度　青年部会役員 ―――――――――――――――― 　31

あとがき　　――――――――――――――――――――――――――――――――　32

目　次



　大阪府鉄構建設業協同組合青年部会は、

令和 2 年をもちまして無事に設立 30 周年を迎

えることが出来ました。 親会の皆様や、 勉強

会や見学会に多大なるご協力を頂きました企

業様、 青年部の皆様のご理解、 ご支援がな

ければ成しえなかったことだと思います。 皆様

に厚く御礼申し上げます。

　私が青年部会に入会させて頂いたのは、 7

年前にさかのぼります。 弊社が組合に入会しま

して 7 年半ですので、 本当に組合というものの

右も左も分からないような時期でした。 その時、

当時の坂本会長に初めてお会いしたときに、

『組合には青年部会というものがあり、 すごく勉

強になり、 同世代の仲間もいるから是非入会し

てみては』 とお話を頂き、 それなら入会してみ

ようと思い、 入会したのが始まりです。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　入会させて頂いて印象を受けたのは 【同業

者 ・ 同年代がしっかり勉強し、 きっちり懇親を

深めている】 というところに私は衝撃をうけまし

た。 青年部に入会していなければ今でも私は

『同業者はみんなライバル』 くらいに思っていた

でしょう。 入会まもなくからたくさんの人に支えら

れ、 色んな事を教えて頂き、 青年部会には心

から感謝しております。

　会長のお話を頂いた時は非常に驚きました

し、 『早すぎるやろ？』 と思いましたが、 お世話

にになった青年部会に少しでもお役に立てれ

ばと思い、 お引き受けさせて頂きました。

　この 30 周年記念誌を作成させて頂くのをきっ

かけに、 私は初めて 10 周年、 20 周年の記念

誌を読ませて頂きました。 青年部会の歴史を

知ることが出来たと同時に、 歴代会長の皆様

が、 その時代で様々な困難に遭遇し、 それを

乗り越えてきた事を知りました。この 30 年で様々

な歴史に残る災害、 事件が発生してきた中で

今の青年部会があるのは歴代会長、 会員の

皆様の努力の証だと思います。 深く感謝を申し

上げます。

　昨年は世界的に新型コロナウイルスが流行

し、 世界中の人類の生命が脅かされる年とな

りました。 まさに予想だにできない事態だった

と言えるのではないでしょうか。 誰もがどうしたら

いいのか分からなかった１年だったと思います。

緊急事態宣言の発令により、 我々鉄骨業界で

も鉄骨製作の延期、 中止が相次ぎました。 新

型コロナウイルスの終息はまだ分からないところ

ではありますが、 かつての諸先輩方が様々な

困難を乗り越えてきたように、 我々青年部会も

より一層団結しまして、 この困難を乗り切ってい

きたいと思います。

　このファブ業界には、 まだまだたくさんの問題

や課題が山積みされていると思います。このファ

ブ業界の魅力を社会に伝えて行くのも我々の役

目じゃないかと思います。 汚れてもきつくても、

自分の作った鉄骨が建った時の達成感とやり

がい。この魅力はものづくりでしか味わえません。

この魅力を、 まだ見ぬ青年部の後輩たちに伝

えて行くためにも、 全力で取り組んでいきたいと

考えます。

　これからも、 後に続く後輩たちが我々の意思

を受け継ぎ、 青年部会を 40 周年、 50 周年と

発展させ、 存続させてくれるものと信じておりま

す。 まだまだ勉強不足な私たちですが、 全て

の皆様へ感謝し、 日々精進していきます。 どう

かこれからも引き続き変わらぬご支援、ご指導、

そして温かいご理解を頂けますよう心からお願

い申し上げます。

第１５代会長　松田　吉展

謝　　　　意



　ひとくちに 30 年と言っても、 いろいろな情

勢が変転極まりない世の中で、 この業界も例

外ではなく、 存続をし続けるということはやさ

しいことではなかったと思います。

　でも、 継続できたのは各企業の努力や工

夫はもとより、 歴代青年部の方々の結束力

や支え合う姿があったからであり、 そんな時

こそ情報交換が大事。 その点は、 親会よりも

優れていたと言えるでしょう。

　ネットで良い話を見つけましたので一つ紹

介します。 知っている方もおられると思います

が、 それは 「地獄と極楽」 と題する話です。

『ある人が地獄をのぞいてみた。 するとそこに

はすきっ腹 をかかえた人が輪になっている。

真ん中においしそうな材料が煮込まれた鍋

が置いてあるのだそうです。

  ところが天国 （極楽） と地獄にいる人が持

つお箸は皆、 とても長く、 地獄にいる人はお

箸でおいしそうなものをつまんでも自分の口ま

で持っていけないのだそうです。 そのためみ

んなお腹をすかして餓鬼そのものの形相に

なっているのですね。

　今度は極楽へ行ってみると、 そこでは、 み

んなはお箸が長いためにつまんだ食べ物を

自分の向かいにいる人に食べさせているのだ

そうです。 そのため、 みんな満ち足りた優し

い表情で暮らしているのだというお話です。』

　「人の和」 というものを、 わかりやすく教えた

尊い話だと思った次第です。 この話は、 まさ

しく今の青年部の仲の良さ、 結束力、 支え

合う力に似たものがあり、 過去より受け継が

れてきたこの伝統を今後も受け継いでいただ

きたいと思います。

　 親 会 の 現 理 事 のメ ンバ ー、 す なわち

大 阪 の 組 合 を 支 えて い る の は 青 年 部

会 出 身 の 方 が 多 い の で す。 こ れ か ら

も、 コ ロ ナ 禍 や 苦 境 を 乗 り 越 えて、 勉

強、 努力を惜しまず、 この業界の後継者

として組合を支えて行ってください。 青年部会

の未来永劫の継続、 更なる飛躍を期待しつ

つお祝いの言葉とします。

 30 周年を迎え
た青年部会へ

　　　大阪府鉄構建設業協同組合

理事長　　佐野　勝也



青年部会のあゆみ

設立から１０年目まで

　　旧青年部会

　現在の青年部は平成元年 （１９８９年） に、

４支部から１人ずつ選出された４名が発起人会

を結成し、 設立準備を開始した。

　だが 、それ以前の昭和５９年度 ( １９８４年度）

から６３年度までの５年間、 『親組合の活性化と

若手経営者の育成』 を目的に青年部が組織

されていたのはあまり知られていない。

　当時、 ファブリケータ業界では経営者がまだ

若く、後継者育成が重要課題とされていなかっ

た。 しかし、 大阪府鉄構建設業協同組合で

はいちはやく次代を担う若手の必要性を指摘

し、 昭和５８年に汲川圭司理事長 （当時） の

もとで設立に向けて準備を開始した。 翌、 昭

和５９年４月に設立総会を挙行し、 初代会長

に殿尾晃弘氏が就任した。 活動では、 片山

鉄工所 （現 ・ 日本ファブテック㈱） や大阪変

圧器 （ 現 ・ ㈱ダイヘン） などを見学し、 他

県青年部との交流などを実施した。

　しかし、 バブル経済の到来とともに活動時間

が削られるなど事業が滞ることが増え、 ５年と

いう短い時間で自然解散することになる。

　全国に先駆けて行われた旧青年部会の取り

組みは、 後継者育成の必要性を全国へ提起

した大きな役割を演じたといえる。 また、 その

会長経験者は、 後に組合理事長となった炭

谷延行氏や副理事長の殿尾晃弘氏 （現三智

工業㈱会長）、 理事で支部長となった副島良

廣氏 （現㈱ソエジマ社長） らがおり、 後に親

組合の中心を担った人材を輩出した。

　　　新生青年部会

設立準備から藤尾初代会長時代

　　　　　　　　　　　　（1990 ～ 1993）

　平成元年、 殿尾佳弘理事長の下、　大阪府

鉄構建設業協同組合第１６回総会で青年部設

立が決議された。 設立の準備として、 各支部

から１名ずつ、 北大阪支部から藤尾修氏、 南

大阪支部から岡田大二郎氏、 東大阪支部か

ら樽井敬太郎氏、 大阪市内支部から千田稔

氏が集い、 発起人としての活動がスタートす

る。

　翌年度、 設立総会を開催して、 発起人の

一人だった藤尾修氏が初代会長に就任した。

バブルのピークは過ぎたものの、 余韻が残っ

ている時代でもあり、 仲間の工場の見学やディ

テールの考案など、 活動を展開した。 全国に

おいても青年部の全国組織も各地で産声を上

げるなかで、 先人として牽引役を担った。 藤

尾会長は、 活動が軌道に乗るまではと、 乞わ

れ、 会長を３年間務めることになった。

に９００万トンと下降はしたものの、 前年度の

１０００万トン台の余韻が残り、 景気回復を実感

として捉え始め、 これを反映して、 多くの活動

が展開された。 工場見学会や技術的な各種

勉強会だけでなく、 マネージメントゲームの実

施など経営に関する勉強会も開催。 堺市の堺

大漁夜市といった、 業界色のない展示会にも

参加し、社会全体へファブ業のＰＲ活動も行っ

ている。 バブル崩壊後、 景気回復を信じた束

の間の安息の時代であった。

二見５代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1999 ～ 2001）

　５代目会長として二見法和氏が就任した。

再び推定鉄骨需要が急速に減少を開始し、

景気回復への失望感が広がっていく時代だっ

た。 これに伴い、 次代を担う若手後継者のパ

ワーが求められたのは当然の成り行きだったと

いえる。 青年部の重要性は今まで以上に増し

たことを背景に、 活動の全員参加を最重点課

題として掲げ、 これを実践していった。 恒例の

勉強会や見学会のほかに、 設立１０周年記念

誌の発刊も実現した。 二見会長を中心に会

員が強く一致団結した時代でもあった。

岡田２代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1993 ～ 1995）

　平成５年度からは、 発起人の一人であった

岡田大二郎氏 （現㈱岡三鋼業社長） が２代

目会長に就任。 会員数も３３名に達した。 昭

和６３年度から続いた推定鉄骨需要量１０００万

トン超えが、 この平成５年度を境に突然終止

符を打つ。 まだ推定鉄骨需要量は８００万トン

を超えてはいたが、 バブル崩壊の足音が日増

しに大きくなりつつある時代だった。 平成７年、

新年を迎え、「今年は景気が回復しますように」

と全ての人が念じた矢先、 １月１７日に阪神淡

路大震災が発生した。

田中３代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1995 ～ 1997）

　田中弥一郎氏が３代目会長に就任。 阪神

淡路大震災を機に鉄骨に社会の関心が集ま

り、 ファブ業界は品質の向上を使命とされた

時代。 技術、 経営、 交流の３委員会がここで

設置された。 また、 鉄構技術展 （㈱鋼構造

出版主催） ではブースを設け、 テレホンカー

ドの販売を通じて震災被災者に義援金を送る

という社会貢献も初めて本格的に実施し、 社

会貢献という活動も青年部活動の一つのテー

マとして確立された。

堀井４代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1997 ～ 1999）

　平成９年度には４代目会長に堀井宏氏が就

任する。 平成７年度から回復基調を示した推

定鉄骨需要量の数字が生きていた時代で、 ２

年間続いた右肩上がりの景気回復がファブ業

界全体を息づかせていた。 現実には９年度



に９００万トンと下降はしたものの、 前年度の

１０００万トン台の余韻が残り、 景気回復を実感

として捉え始め、 これを反映して、 多くの活動

が展開された。 工場見学会や技術的な各種

勉強会だけでなく、 マネージメントゲームの実

施など経営に関する勉強会も開催。 堺市の堺

大漁夜市といった、 業界色のない展示会にも

参加し、社会全体へファブ業のＰＲ活動も行っ

ている。 バブル崩壊後、 景気回復を信じた束

の間の安息の時代であった。

二見５代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1999 ～ 2001）

　５代目会長として二見法和氏が就任した。

再び推定鉄骨需要が急速に減少を開始し、

景気回復への失望感が広がっていく時代だっ

た。 これに伴い、 次代を担う若手後継者のパ

ワーが求められたのは当然の成り行きだったと

いえる。 青年部の重要性は今まで以上に増し

たことを背景に、 活動の全員参加を最重点課

題として掲げ、 これを実践していった。 恒例の

勉強会や見学会のほかに、 設立１０周年記念

誌の発刊も実現した。 二見会長を中心に会

員が強く一致団結した時代でもあった。

岡田２代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1993 ～ 1995）

　平成５年度からは、 発起人の一人であった

岡田大二郎氏 （現㈱岡三鋼業社長） が２代

目会長に就任。 会員数も３３名に達した。 昭

和６３年度から続いた推定鉄骨需要量１０００万

トン超えが、 この平成５年度を境に突然終止

符を打つ。 まだ推定鉄骨需要量は８００万トン

を超えてはいたが、 バブル崩壊の足音が日増

しに大きくなりつつある時代だった。 平成７年、

新年を迎え、「今年は景気が回復しますように」

と全ての人が念じた矢先、 １月１７日に阪神淡

路大震災が発生した。

田中３代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1995 ～ 1997）

　田中弥一郎氏が３代目会長に就任。 阪神

淡路大震災を機に鉄骨に社会の関心が集ま

り、 ファブ業界は品質の向上を使命とされた

時代。 技術、 経営、 交流の３委員会がここで

設置された。 また、 鉄構技術展 （㈱鋼構造

出版主催） ではブースを設け、 テレホンカー

ドの販売を通じて震災被災者に義援金を送る

という社会貢献も初めて本格的に実施し、 社

会貢献という活動も青年部活動の一つのテー

マとして確立された。

堀井４代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（1997 ～ 1999）

　平成９年度には４代目会長に堀井宏氏が就

任する。 平成７年度から回復基調を示した推

定鉄骨需要量の数字が生きていた時代で、 ２

年間続いた右肩上がりの景気回復がファブ業

界全体を息づかせていた。 現実には９年度



１０年目から２０年目へ

新木６代目会長時代　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（2001 ～ 2003）

　二見会長のもと、 経営委員長を務めていた

新木洋一氏 （現東新鉄建㈱社長） が会長に

就任した。 「もっと会員同士が気軽に会社間

を行き来できる様に」 と、会員の企業地図ファ

イルを配布。 また以前から行っていた献血事

業を 「より多くの会員が参加できる様に」 と新

木会長の東新鉄建本社工場 1 階に献血車を

呼ぶ取り組みを始め、現在まで続いている （夏

冬年 2 回）。

　勉強会では、 仕事で役に立つ内容をテーマ

に挙げ、 「くい違い ・ 目違いの補強方法及び

防止対策」、 「ノーメッキワイヤー説明会」、 「ト

ルシア型超高力ボルトについて」 など積極的

に開催した。

西７代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（2003 ～ 2005）

　新木 6 代目会長の推薦で西政宏氏が新会

長に就任した。 鉄骨需要が落ち込んだ厳しい

時代であり、 基本方針を 『原材料の高騰を

請負単価に転嫁出来ねば道は無い』 とし、 活

動で培った技術や情報を共有し、 お互いに助

け合う 『和』 の心を持つことを重視した。

　技術 ・ 経営 ・ 交流それぞれの委員会で合

計１０回以上もの勉強会、 見学会等の事業を

精力的に実施。 経営研究勉強会や関西建築

構造設計事務所協会 （KSE） との交流、 三

栄建設や日鐵建材工業のデッキ工場等の見

学会を行い、 それによって得たノウハウを各

会社へ持ち帰り、 活用していくのに役立てた。

竹林 8 代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（2005 ～ 2007）

　鉄骨需要が低迷する中、 竹林和彦氏 （現

㈱辻本製作所社長） が８代目会長に就任し

た。 青年部会を 「観光バス」 に例え、 「会長

が変わると事業も変わり、 同じ路線を走らずに

別の路線を走る」 と考えた。 ホームページの

開設、 IT を活用した経営戦略勉強会、 田中

亜鉛鍍金の見学などを実施した。

平川 9 代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（2007 ～ 2009）

　平川達也氏 （現㈱平川鉄工所専務） が就

任。 竹林会長から打診されたとき、 「まだ早い

のではないか」 と迷ったそうだ。 だが、 周りか

らの激励や恩返ししようと決断した。 事業は、

多くの会員に参加してもらえる事業を多方面か

ら考え、 ＣＡＤメーカー主要４社の説明会や外

国人労働者の説明会、溶接技術 ( ＡＷ検定 )、

Ｈグレード ( 山根鉄構建設㈱ ) の工場見学や

山大興業 ・ 丸一鋼管の工場へ足を運んだりし

て会員の知識向上につなげた。

内田 10 代目会長時代

　　　　　　　　　　　　（2009 ～ 2011）

　「責任を持って、 皆さんのお役に立ち、 恩返

ししたい」 と内田達典氏 （現㈱ウチダ社長）

が就任した。 会員間の情報交換の活発化に

力を注ぎ、 ホームページを使った材料単価や

与信などの情報交換に取り組んだ。 このほか、

H グレードファブやアイエスケーを見学。 また、

経営や製作技術に関して会員が独自で取り組

み成功した事例を集め、 小冊子 「わが社の

成功例集」 を作成して会員に配布した。



設立 20 年から現在まで

小出 11代目会長時代
　　　　　　　　　　　　（2011 ～ 2013）

インタビュー ： 会長時代を振り返って

●第 11 代会長　小出裕樹氏

　　　　　　　　　　（小出工業㈱取締役部長）

インタビューアー

●松田吉展氏

　　　（第 15 代会長／光平鉄工㈱専務取締役）

●田上友貴氏

　　　　（技術　副委員長／山堀建設㈱工場長）

松田 「今回、 30 周年記念誌を作ることになったの

ですが、 小出さんは 10 周年の記念誌にも登場して

います。 ずいぶん前の入会ですが、 そのきっかけ

は何だったのでしょうか」

小出 「仕事が現場から事務所に変わるタイミング

で、 同じ北大阪支部の竹林さんからお誘いいただ

き、第 4代堀井会長の時に入会させてもらいました。

当時は今のように新入会員歓迎会がなく、 面識の

ある人が誰もいなかったので不安と緊張でいっぱい

でした。 初めて会合に出席していたときにある先輩

に 『お前、 誰や？』 と声をかけられてすごくビビ

ってしまったこと

を覚えてます （笑）」

松田 「会長就任は

順調に？」

小出 「就任は東日

本大震災が発生した

年でした。 ４月に予

定されていた全国鐵構工業会青年部会の全国大

会が中止になり、 突然、 東京で全国会長会議だけ

を行うことになり、 １人で東京に行くことになりました」

田上「あの年ですか。 当時、業界はどんな状況だっ

たんでしょうか」

小出 「東日本大震災で人も物も東北に集中してし

まい、 大阪では仕事が減少していました」

田上 「そうした中で青年部会の事業は難しかった

のではないですか」

小出 「東日本大震災の影響で建設業は人手不足

になって、 そのため全国鐵構工業会青年部会で

ファブ間の人材融通が話題になりました。 これを大

阪でも検討できないかとファブディスカッションを開

きました。 これが好評だったので、 その後はテーマ

を決めずに普段の疑問 ・悩み等を出して意見交換

する事業として実施しました。 ある年は、 奈良県の

青年部もお誘いして、 意見を交わしたこともありまし

た」

松田 「なんでも相談できる雰囲気があるので、 有

意義な事業だと思っています」

小出 「また、 今も続いている献血事業では長年継

続していることを赤十字から表彰されました。 青年

部全体で地道にやり続けてきたことが認められ、 少

しだけですが業界の PR になったんじゃないかと思

いうれしかったですね」

田上 「運営で悩むことはなかったですか」

小出 「私が会長の時は若手が少なく、 将来を考え

ると新規会員が必要なことは明らかだったので、 勧

誘を積極的に取り組みましたが、 簡単じゃなかっ

たですね。 逆に、 今は若手が運営の中心に立ち、

先輩たちが支えていますね」

松田 「これからの青年部会に期待することは」

小出 「とにかく活動を続けてほしいです。 私だけで

なく多くの先輩たちが築いてきた歴史があり、 人材

育成の一環として親会からも期待されている。 会

員には、 すでに経営者を務めている人もいれば従



業員もいる。 そうした立場の違う会員がいろんなこ

とを学べたり、 会社に持ち帰って生かせる事業をし

たり様々な情報交換ができる場であってほしいと思

います」

【主な事業】

平成 23 年度 （2011 ～ 2012）　

・ 集中力講座

・ ㈱神戸製鋼所の新型ロボット見学会

・ 人材に関する座談会

・ ボーリング大会／忘年会／献血

平成 24 年度 （2012 ～ 2013）　

・ Ｈグレードファブ見学 （元古鉄工㈱）

・ 鉄骨に関する技術講習会 （全青会近畿ブロッ

ク事業を兼ねる）

・ 節電勉強会

・ 人材に関する座談会②

・ ボーリング大会／忘年会／献血

坂本 12代目会長時代　
　　　　　　　　　　　　（2013 ～ 2015）

インタビュー ： 会長時代を振り返って

●第１２代会長　坂本泰雄氏

　　　　　　　　　　　　（坂本建設㈲社長）

インタビューアー

●藤尾正太郎氏

　　　　　（書記／熱研工業㈱専務取締役）

●小野木伸浩氏

　　　　（技術委員長／㈱小野木鉄工社長）

小野木 「青年部に入ったきっかけを教えてください」

坂本 「23 歳の時、 山堀建設の山下社長にお誘い

いただきました」

小野木 「23 歳ってすごく若いですね。 もう２０年で

すか」

坂本 「そうですね。 若かったので、 遊びも含めて

楽しく参加していました。 参加しているうちに気心の

知れた仲間ができて、 仕事で助けてもらったりす

ることがあり、 そうしてお世話になった人から部会の

役を頼れたことが、 今に繋がっています。 やはり仕

事でお世話になった人の頼みは断れません」

小野木 「会長就任までにさまざまな役をされていま

す。 なぜ役を引き受けられたのですか」

坂本「これから、世間ではSDGｓ等の社会貢献など、

企業の信頼性以外に社会性も見られる機会が増え

ていきます。 どれだけ社会貢献できている会社な

のかと評価されるので、 青年部の役を引き受ける

のは、 そうした外に向けたイメージを発信していると

いう意味で大切なことです。 だからこそ、 若い人に

はこれからどんどん役を引き受けてほしいです」

藤尾 「青年部に入っていてよかったことを教えてく

ださい」

坂本 「お互いに似た境遇の人ばかりで、 腹の探り

合いが無く、 なんでも話し合える仲間ができたこと

です。 仕事が空いた時や重なった時、ヤードに困っ

たとき、 溶接屋がいなくなったときに助けてくれる仲

間ができました。 後は人前での挨拶とかスピーチが

苦手だったのですが、 青年部に入会してから、 挨

拶やスピーチの機会が増え、 人前で話すのも慣れ

てきました。 代表になる以上、 社員の前で話す事

や人前でスピーチをする機会は避けて通れないの

で、 良い訓練になったと思います」

小野木 「いろいろな人に出会い、 学ぶことが多い

と私も思います」

坂本「人脈はありすぎても損をすることはありません。

人脈が仕事に役立ったこともあるし、 仲間を助ける



こともできました。 ほかの業界ではここまでのつなが

りのある組合はないでしょう。 青年部に入会してよ

かったです」

藤尾 「仲間とのつながりは大切ですね」

坂本 「大切ですね。 ただ遊びと青年部活動、 仕

事の “メリハリ” を大事にしてほしいです。 第一優

先は仕事であることを忘れてほしくないです。 また、

青年部同士の仕事でも甘えてはいけません。 馴れ

合いにならないようにすることが、 仲間のつながりを

大切にすることだと思います。 “親しき中にも礼儀あ

り” ですね」

藤尾 「４～５年前から景気が上向き、 それに伴って

会員同士の関係が深まったと感じます。 心のゆとり

も大事なんだと思います」

坂本 「そうですね。 我々の業界は景気の波に左右

され易いです。 これから景気の厳しい時　　代に入

りそうです。今こそ仲間で助けあうことが大切です。」

藤尾 「青年部活動をする上で大事だと思う事は何

だと思いますか？」

坂本 「役を引き受けた以上は役を最後まで全うす

ること。 仕事で忙しくて参加できない時や青年部活

動が出来ない時は副委員長やまわりの青年部会員

に依頼する。 役を引き受けて役員会や事業に参加

する時でも、 出欠の返事だけは必ず明確する。 仕

事と役の両立は大変ですが、 与えられた任務を全

うし、 約束を守ることは、 仕事でも青年部の活動で

も同じだと思っています」

藤尾 「若い会員に伝えたいことはありますか？」

坂本 「青年部に入って人脈を作って欲しいです。

後々、 その人脈が自分が代表になった時や、 会

社を任される立場になった時に必ず役立ち、 自分

の財産になります。 これから大阪の青年部は若い

会員の人達が増えていきます。 青年部活動を通し

て、 絆を深め、 仕事の面でもお互い切磋琢磨して

欲しいです。 青年部の先輩の多くの方々は佐野理

事長を初め、 親会で支部長や理事の役をされ御

活躍されています。 青年部会員が活性化すれば、

青年部の卒業生が親会でも役をする様になり、 親

会も若返り、 活性化すると思います。 若い人達に

は本当に頑張ってほしいです。 自分はもう少しした

ら卒業して、 若い方達へのフォロー役に廻りたいで

す。」

【主な事業】

平成 25 年度 （2013 ～ 2014）　

・ ファブディスカッション

・ オーエム工業㈱の工場見学

平成 26 年度 （2014 ～ 2015）

・ 第 2 回ファブディスカッション

・ 岡部㈱の京都工場を見学

・ Ｈグレードファブを見学 （竹島鉄工建設㈱）

・ 銀行との付き合い方② （兵庫県鉄工建設業

協同組合の青年部と大阪Ｒ会も参加）

新木 13代目会長時代　　　　　
　　　　　　　　　　　　（2015 ～ 2017）

インタビュー ： 会長時代を振り返って

●第 13 代会長　新木謙之氏

　　　　　　　　　　　（㈱弘益鐵工所社長）

インタビューアー　

●大西正剛氏

　　　　　　　　　　（書記／㈱ウエジ専務）

●斉藤英生氏

　　　　　（経営副委員長／東新鉄建㈱課長）

大西 「お時間ありがとうございます。 会長時代を振



り返って、 就任は何歳ですか」

新木 「会長就任は 39 歳の時。 前年にも声をかけ

ていただいたのですが、 先代の体調が悪く、 一度、

辞退させていただきました。 推薦を受けるべきだと

も思ったのですが、 迷った末に多くの方に説明し、

状況を理解していただきました」

大西 「就任に関して不安だったことはありますか」

新木 「就任前はいろいろ考えましたが、 覚悟を決

めれば不安はありませんでした」

斉藤 「会長就任は昔から考えてたのですか」

新木 「青年部に入った時は、 まだ弘益鐵工所に

おらず、 修行として豊工業で働いていた時でした。

豊工業の大川豊廣社長が 『青年部でいい経験を

積むように』 と勧めてくれました。 会長就任の話が

来た時には、 『勧めてくれた大川社長に感謝してい

い事業活動をしたい』 と思いました」

大西 「振り返れば新木会長の時は、 さまざまな事

業をしました。一番印象に残っている事業は何でしょ

うか」

新木 「ディスカッションや梁ロボの見学会、 いろい

ろな取り組みを実施しました。 LINE を活用し始め

たのもこのころです。役員会を月１度開いて、技術・

経営の両面で取り組みました。 また、 事業とは別

に 『謙 ‘Ｓ　ＢＡＲ』 と名付けて役員ひとりひとりと

じっくり話す時間をつくりました。 それぞれの考え方

や思いを聞き、 人柄を深く知ることができて、 以後

の活動に活かすことができました」

斉藤 「たくさんの事業をしましたが、 心残りはありま

すか」

新木 「鋼構造ジャーナルの表紙を飾りたいと思って

いましたができませんでした。 次の横内会長の時に

表紙を飾り、 紙面を見たときは悔しいと思いました」

大西 「ジャーナルの表紙を飾れば青年部のことを

多くの人に知ってもらえたのに残念でした。 そのほ

か、 貴重な経験など予想しないことはありましたか」

新木 「青年部の会長は、 親会の理事会に出席し

て活動を報告するのですが、 理事役員と話をする

機会が思った以上に増えました。 何度も話をするこ

とで親密になることができ、 組合活動について深く

知ることができました」

斉藤 「これから青年部の中心を担う人、 これから

入会する人に一言をお願いします」

新木 「私と同じようにいい経験を積んでほしいと願っ

ています」

【主な事業】

平成 27 年度 （2015 ～ 2016）　

・ 小冊子 『わが社の成功例集』 を作成

・ ファブディスカッション

・ 加工道具と溶接技術の勉強会 （フルサト工業

㈱京都営業所で。 京都府鉄構工業協同組合青

年部と合同で実施）

・ マイナンバー勉強会

・ 銀行との付き合い方③ （兵庫県鉄工建設業

協同組合と京都府鉄構工業協同組合の青年部

も参加）

・ ボーリング大会／忘年会／献血

平成 28 年度 （2016 ～ 2017）

・ インターネットについて勉強会 （㈱ローバルが

講師）

・ 社会保険未加入の勉強会 （大北社会保険労

務士事務所の大北佳代さんが講師）

・ ファブ見学会 （熱研工業㈱の工場見学と梁ロ

ボの講習会）

・ 水性塗料勉強会 （ダイニッカ㈱大阪工場）

・ ＪＦＥスチール知多製造所を見学

・ ボーリング大会／忘年会／献血



り返って、 就任は何歳ですか」

新木 「会長就任は 39 歳の時。 前年にも声をかけ

ていただいたのですが、 先代の体調が悪く、 一度、

辞退させていただきました。 推薦を受けるべきだと

も思ったのですが、 迷った末に多くの方に説明し、

状況を理解していただきました」

大西 「就任に関して不安だったことはありますか」

新木 「就任前はいろいろ考えましたが、 覚悟を決

めれば不安はありませんでした」

斉藤 「会長就任は昔から考えてたのですか」

新木 「青年部に入った時は、 まだ弘益鐵工所に

おらず、 修行として豊工業で働いていた時でした。

豊工業の大川豊廣社長が 『青年部でいい経験を

積むように』 と勧めてくれました。 会長就任の話が

来た時には、 『勧めてくれた大川社長に感謝してい

い事業活動をしたい』 と思いました」

大西 「振り返れば新木会長の時は、 さまざまな事

業をしました。一番印象に残っている事業は何でしょ

うか」

新木 「ディスカッションや梁ロボの見学会、 いろい

ろな取り組みを実施しました。 LINE を活用し始め

たのもこのころです。役員会を月１度開いて、技術・

経営の両面で取り組みました。 また、 事業とは別

に 『謙 ‘Ｓ　ＢＡＲ』 と名付けて役員ひとりひとりと

じっくり話す時間をつくりました。 それぞれの考え方

や思いを聞き、 人柄を深く知ることができて、 以後

の活動に活かすことができました」

斉藤 「たくさんの事業をしましたが、 心残りはありま

すか」

新木 「鋼構造ジャーナルの表紙を飾りたいと思って

いましたができませんでした。 次の横内会長の時に

表紙を飾り、 紙面を見たときは悔しいと思いました」

大西 「ジャーナルの表紙を飾れば青年部のことを

多くの人に知ってもらえたのに残念でした。 そのほ

か、 貴重な経験など予想しないことはありましたか」

新木 「青年部の会長は、 親会の理事会に出席し

て活動を報告するのですが、 理事役員と話をする

機会が思った以上に増えました。 何度も話をするこ

とで親密になることができ、 組合活動について深く

知ることができました」

斉藤 「これから青年部の中心を担う人、 これから

入会する人に一言をお願いします」

新木 「私と同じようにいい経験を積んでほしいと願っ

ています」

【主な事業】

平成 27 年度 （2015 ～ 2016）　

・ 小冊子 『わが社の成功例集』 を作成

・ ファブディスカッション

・ 加工道具と溶接技術の勉強会 （フルサト工業

㈱京都営業所で。 京都府鉄構工業協同組合青

年部と合同で実施）

・ マイナンバー勉強会

・ 銀行との付き合い方③ （兵庫県鉄工建設業

協同組合と京都府鉄構工業協同組合の青年部

も参加）

・ ボーリング大会／忘年会／献血

平成 28 年度 （2016 ～ 2017）

・ インターネットについて勉強会 （㈱ローバルが

講師）

・ 社会保険未加入の勉強会 （大北社会保険労

務士事務所の大北佳代さんが講師）

・ ファブ見学会 （熱研工業㈱の工場見学と梁ロ

ボの講習会）

・ 水性塗料勉強会 （ダイニッカ㈱大阪工場）

・ ＪＦＥスチール知多製造所を見学

・ ボーリング大会／忘年会／献血

横内 14代目会長時代　　　　　
　　　　　　　　　　　　（2017 ～ 2020）

インタビュー ： 会長時代を振り返って

●第 14 代会長　横内　聡氏

　　　　　　　　　　　　（㈱横内鐵構社長）

インタビューアー　

●尾崎正太氏

　　　　　（経営委員長／㈱尾崎製作所社長）

●吉田　恒氏

　　　　　　　　（会計／㈱中野鉄工設計部）

尾崎 「入会のきっかけから教えてください」

横内 「新木洋一会長の時、 ㈱大正鉄工所の大谷

社長に誘っていただきました。 ただ、 その時は２～

３度参加しただけで行かなくなってしまいました。 そ

れは当時、 社会的 ・ 会社的に仕事が少ない厳し

い時代で、 青年部への意欲が無くなってしまいまし

た。 その後、 内田達典会長の時に会合で出会っ

た坂本泰雄さんが、 父に私を青年部に入れるよう

再び誘ってくれたことで積極的に参加するようになり

ました」

尾崎 「会長就任はどんなきっかけですか」

横内 「それまで委員長の経験がなかったので迷

いましたが、 新木謙之会長が後押しをしてくれて、

引き受けさせていただきました。 就任の時、 感じた

のは若手世代へバトンを渡す必要があると思いまし

た」

吉田 「若手世代へのバトンですか？」

横内 「今、 青年部は 40 代が中心で、 数年後に

は若手にバトンをつなぐことが必要になります。 その

次の世代が青年部の中心になるためには、 時間が

必要だと思いました。それまでの間、と思って３年間、

勤めさせていただきました」

吉田 「青年部同士のつながりを大事にしています

よね」

横内 「同じ業界の仲間と出会い、 刺激し合うことが

大切です。 その場を後につなぐことを意識していま

した」

尾崎 「青年部に入ってよかったことは」

横内 「自分の仕事を再発見することができました」

尾崎 「仕事を再発見とは、 どういうことですか」

横内 「おおげさかもしれませんが、 誇りをもってや

らなければならないと思いました。 青年部の活動を

通して業界のさまざまな人に出会いました。 親の跡

を継いだ方、 若くして父親を亡くして会社の全責任

を負っている方、 テレビ業界など異業種から入って

きた方、 いろんな人と出会うことで、 この仕事を見

つめなおし、 この仕事を大事にしていかなければと

思いました。 この仕事でがんばろうと」

尾崎 「いい刺激になったんですね」

横内 「刺激がたくさんありました。 事業に参加する

ときに 『なにかを自分のものにしたい』 と思ってい

ると得られるものはたくさんあります。 運営側として

の視点になりますが、 そうした得ることの多い事業

をしていかなければなりません。 お酒を一緒に飲ん

で楽しかった、 でもいいんだけど、 その先に得るも

のがあることが大切。 何かを得たいという気持ちが

あればお酒の席でも得るものはあるはずです」

尾崎 「そうですね。 実は今日のインタビューでも、

工場を見せていただきたいと思ってきました」

横内 「ぜひ見てください。 仕事を見直すきっかけ

になるかもしれません。興味持つことは大事ですし、

同業他社を大事にしてほしいと思います」



尾崎 「これからの会員に伝えたいことは何ですか」

横内 「10 年 15 年はあっという間です。 時間をつ

くることは簡単ではないと思いますが、 30 代 40 代

になったときに会社のリーダーになるために、 その

時に備えていろんなことを学んでほしいと思います。

自分の仕事に誇りをもてるように、 15 年後を想像し

て努力してほしいと思います」

吉田 「今後、 青年部に期待したいことを教えてくだ

さい」

横内 「会員が意欲もって参加できる事業を企画し

てほしいと思います。 また、 新しく入会しやすいよう

に、 今の会員は周囲に若手がいたら忘年会だけで

も誘ってほしい。 今後、 青年部は 40 代が運営から

遠のく時を迎えます。 その時、 青年部の中心にな

る人を育てなければなりません。 しかし、 コロナ禍

で活動が抑制されています。 会員の勉強 ・育成が

非常に難しい時代になりました。 企画運営に携わる

方々はご苦労されていると思いますが、 できること

を見つけてくれると期待しています。

【主な事業】

平成 29 年度 （2017 ～ 2018）　

・ ＴＯＮＥ㈱見学会

・ ㈱ダイヘン見学会

・ ファブディスカッション （奈良県鉄構建設業協

同組合青年部が参加）

・ 助成金活用について勉強会

・ ボーリング大会／忘年会／献血

平成 30 年度 （2018 ～ 2019）　

・ 異業種勉強会 （東大阪の㈱アオキを見学）

・ 外国人実習生の勉強会

令和元年度 （2019 ～ 2020）　

・ 溶接機勉強会 （熱研工業㈱でダイヘンの溶

接機を見学）

松田 15代目会長時代　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（2020 ～）

インタビュー ： 会長を務める心構えとは

●第 15 代会長　松田吉展氏

　　　　　　　　　（光平鉄工株式会社専務）

インタビューアー　

●横内聡氏

　　　　　　　　　（顧問／㈱横内鐵構社長）

●吉川智寛氏

　　　　　　　　（副会長／㈱吉川工業社長）

横内 「青年部入会のきっかけから教えていただけ

ますか」

松田 「北支部会に参加した際、 坂本さんに声をか

けていただき、 入会を決めました」

横内 「土木がメインということですが、 売上の割合

は」

松田 「７～８割です」

横内 「多いですね。 鉄骨の割合が小さく、 土木が

メインの会社が青年部の会長を務めているというの

はすごく珍しいですし、 会全体に刺激をもたらしてく



松田 「もしかしたら初めてかもしれません。 私自身、

入会をきっかけに建築鉄骨の加工を知るようになり

ました。 そして、 非常に高度な製作作業だとおど

ろきました」

吉川 「青年部に入ってどうでしたか」

松田 「講習会に参加して新しいことを知ったり、 今

更と言われるようなことも聞きやすい雰囲気がある

ので勉強になりました。 だから、 会長就任の話を頂

いた時には、 お世話になったことを少しでもお返し

できるかなと考えました」

吉川 「会長として 1 年が終わりましたが、 今年度

は新型コロナウイルスの影響で主だった活動ができ

ませんでした」

松田 「コロナ禍で何も

できずに悔しいです。

もっともっと、 若手に

青年部へ興味をもっ

てもらいたいし、 興味

を持たれる活動をして

いきたいと思います」

横内 「ほかの業種なら学んでいるはずのことを学

ぶ機会が少ないのが、 この業界の特徴でもありま

す。 そこを補うような活動が青年部の役割なんだと

思います」

松田 「必要なことを学ぶことができ、 分からないこ

とを聞くことができ

ること、 同世代と

出会えることが青

年部のいいところ

だと思います。 こ

れは他の業界にな

い素晴らしい活動

です」

　吉川 「これから

の青年部にどうなってほしいですか」

　松田 「お互いを高め合い切磋琢磨できる関係を　

作ってほしいです。 親会にない素晴らしさが青年部

にあります。 そうしたこれまでの会長たちが築いてき

たものを守りながら、 現会長として新しいものも作っ

ていきたいです」

【主な事業】

令和２年度 （2000 ～ 2021）　

・ ネット会議の導入

・ 税理士による勉強会 （杉本会計事務所）

・ 工場見学 （上柿鉄工建設㈱）

全国鉄構工業会青年部会の活動の一環で、 ファ

ブリケータ業界のＰＲ動画を作成。 youtube で公

開され、 下記のＱＲコードにアクセスすることで誰で

も見ることができる。

　奈良県の上柿鉄工建設㈱を工場見学



〒538-0042　大阪市鶴見区今津中3-4-13

1975年3月5日生

専務取締役

木
き
　村
むら
　充
みつ
　志

し

㈱木村製作所

090-5069-9215TEL 06-6968-0431FAX

〒593-8312　堺市西区草部496番地1

1978年9月13日生

専務取締役

山
やま
　﨑
さき
　睦
あつ
　嗣

し

㈱カネケン

072-274-2301TEL 072-274-2305FAX

〒571-0038　門真市柳田町30番28号

1974年2月15日生

鉄工事業部長

中
なか
　野

の
　一
いち
　郎
ろう

元古鉄工㈱

06-6909-8792TEL 06-6908-3936FAX

〒546-0024　大阪市東住吉区公園南矢田4丁目7-15

1963年12月5日生

代表取締役

國
くに
　金
かね
　寿
ひさ
　男

お

金一産業㈱

06-6691-6045TEL 06-6691-6065FAX

〒583-0866　羽曳野市埴生野1095

1989年1月21日生

係長

猪
いの
　原
はら
　賢
さと
　司

し

猪原鉄工㈱

072-955-3939TEL 072-955-1011FAX

〒587-0061　堺市美原区今井210

1971年4月16日生

代表取締役

内
うち
　田

だ
　達
たつ
　典

のり

㈱ウチダ

072-362-1388TEL 072-362-1793FAX

〒579-8004　東大阪市布市町３丁目1-56

1980年6月9日生

専務取締役

大
おお
　西
にし
　正
せい
　剛
ごう

㈱ウエジ

072-984-1668TEL 072-984-5665FAX

〒584-0023　富田林市若松町東2-5-35

1991年3月22日生

業務部課長

大
おお
　寺
てら
　　　隆

たかし

大宮工業㈱

0721-25-0503TEL 0721-25-0561FAX

〒590-0984　堺市堺区神辺町1-10-2

1990年1月30日生

代表取締役

尾
お
　﨑
ざき
　正
しょう
　太

た

㈱尾崎製作所

072-233-0736TEL 072-233-0736FAX

〒610-0324　京田辺市打田埜田野48-1

1972年11月1日生

代表取締役

小
お
野
の
木
ぎ
　伸
のぶ
　浩
ひろ

㈱小野木鉄工

0774-68-0111TEL 0774-68-0112FAX

青 部年 会 員 介紹



〒538-0042　大阪市鶴見区今津中3-4-13

1975年3月5日生

専務取締役

木
き
　村
むら
　充
みつ
　志

し

㈱木村製作所

090-5069-9215TEL 06-6968-0431FAX

〒593-8312　堺市西区草部496番地1

1978年9月13日生

専務取締役

山
やま
　﨑
さき
　睦
あつ
　嗣

し

㈱カネケン

072-274-2301TEL 072-274-2305FAX

〒571-0038　門真市柳田町30番28号

1974年2月15日生

鉄工事業部長

中
なか
　野

の
　一
いち
　郎
ろう

元古鉄工㈱

06-6909-8792TEL 06-6908-3936FAX

〒546-0024　大阪市東住吉区公園南矢田4丁目7-15

1963年12月5日生

代表取締役

國
くに
　金
かね
　寿
ひさ
　男

お

金一産業㈱

06-6691-6045TEL 06-6691-6065FAX

〒583-0866　羽曳野市埴生野1095

1989年1月21日生

係長

猪
いの
　原
はら
　賢
さと
　司

し

猪原鉄工㈱

072-955-3939TEL 072-955-1011FAX

〒587-0061　堺市美原区今井210

1971年4月16日生

代表取締役

内
うち
　田

だ
　達
たつ
　典
のり

㈱ウチダ

072-362-1388TEL 072-362-1793FAX

〒579-8004　東大阪市布市町３丁目1-56

1980年6月9日生

専務取締役

大
おお
　西
にし
　正
せい
　剛
ごう

㈱ウエジ

072-984-1668TEL 072-984-5665FAX

〒584-0023　富田林市若松町東2-5-35

1991年3月22日生

業務部課長

大
おお
　寺
てら
　　　隆

たかし

大宮工業㈱

0721-25-0503TEL 0721-25-0561FAX

〒590-0984　堺市堺区神辺町1-10-2

1990年1月30日生

代表取締役

尾
お
　﨑
ざき
　正
しょう
　太

た

㈱尾崎製作所

072-233-0736TEL 072-233-0736FAX

〒610-0324　京田辺市打田埜田野48-1

1972年11月1日生

代表取締役

小
お
野
の
木
ぎ
　伸
のぶ
　浩
ひろ

㈱小野木鉄工

0774-68-0111TEL 0774-68-0112FAX

青 部年 会 員 介紹

〒547-0014　大阪市平野区長吉川辺4丁目1-60

1972年12月21日生

代表取締役

大
おお
　谷
たに
　正
まさ
　詩

し

㈱大正鉄工所

072-337-1221TEL 072-334-4570FAX

〒569-1121　高槻市真上町3-12-8

1963年5月1日生

代表取締役

高
たか
　谷

や
　静
しず
　明

あき

㈱高谷鉄工所

072-685-1561TEL 072-685-5345FAX

〒583-0866　羽曳野市埴生野1156番地

1965年3月25日生

代表取締役社長

脇
わき
　村
むら
　彰
あき
　文
ふみ

大進工業㈱

072-954-0117TEL 072-954-5095FAX

〒573-0114　枚方市穂谷4577-7

1989年11月13日生

工務課長

石
いし
　川
かわ
　　　剛

つよし

㈱タニシン

072-859-4123TEL 072-859-8364FAX

〒583-0852　羽曳野市古市1576-8

1983年3月22日生

代表取締役

西
にし
　野

の
　泰
やす
　功
のり

㈱厚和鉄工所

072-956-3293TEL 072-956-3272FAX

〒566-0062　摂津市鳥飼上3-3-47

1970年5月7日生

部長

小
こ
　出
いで
　裕
ゆう
　樹

き

小出工業㈱

072-654-4766TEL 072-654-9945FAX

〒580-0045　松原市三宅西4-569-4

1994年1月26日生
上
うえ
　尾

お
　嘉

か
以
い
徒
と

三起鉄工㈱

072-331-3988TEL 072-331-6680FAX

〒576-0054　交野市幾野6-32-2

1977年7月28日生

代表取締役

坂
さか
　本
もと
　泰
やす
　雄

お

坂本建設㈲

072-891-7455TEL 072-891-9798FAX

〒578-0921 東大阪市水走4-3-7

1975年12月27日生

代表取締役

新
しん
　木

き
　謙
けん
　之

じ

㈱弘益鐵工所

072-964-2552TEL 072-964-9750FAX

〒566-0052　摂津市鳥飼本町5-1-43

1967年5月26日生

代表取締役

佐
さ
々
さ
木
き
　弘
ひろ
　和
かず

三和工業㈱

072-653-4415TEL 072-653-4801FAX



〒610-0343　京田辺市大住池嶋25-3

1983年11月8日生

工務課　課長

松
まつ
　井

い
　　　一

はじめ

㈱松井組工業

0774-63-3901TEL 0774-63-5674FAX

〒551-0021　大阪市大正区南恩加島５- ８-12

1962年6月7日生

代表取締役

松
まつ
　枝
えだ
　建
けん
　次

じ

松枝興業㈱

06-6554-2325TEL 06-6554-2627FAX

〒574-0013　大東市中垣内5-2-8

1977年9月15日生

技術・検査課長

斉
さい
　藤
とう
　英
ひで
　生

お

東新鉄建㈱

072-871-8431TEL 072-871-8433FAX

〒573-0131　枚方市春日野2丁目1番1号

1972年1月2日生

専務取締役

藤
ふじ
　尾

お
　正
しょうたろう
太郎

熱研工業㈱

072-858-8448TEL 072-858-5450FAX

〒582-0023　柏原市国分東条町10-21

1968年12月11日生

設計部

吉
よし
　田

だ
　　　恒

ひさし

㈱中野鉄工

072-977-0977TEL 072-977-9213FAX

〒581-0822　八尾市高砂町3丁目66-8

1971年9月18日生

専務取締役

平
ひら
　川
かわ
　達
たつ
　也

や

㈱平川鉄工所

072-922-1353TEL 072-999-4370FAX

〒614-8181　八幡市上津屋浜垣内100-1

1975年3月8日生

取締役

齊
さい
　藤
とう
　拓
たく
　也

や

㈲中企画

075-983-7365TEL 075-983-7365FAX

〒630-0101　生駒市高山町9089

1972年10月1日生

専務取締役

東
ひがし
　島
じま
　康
やす
　幸
ゆき

㈲東島鉄工

0743-78-7557TEL 0743-78-7667FAX

〒679-2166　兵庫県姫路市香寺町中村745-1

1956年5月3日生

顧問

小
こ
　林
ばやし
　秀
ひで
　樹

き

日本コンベヤ㈱

079-232-6747TEL 079-232-5161FAX

〒576-0017　交野市星田北4丁目7番9号

1976年 6月 30日生

専務取締役

鍋
なべ
　島
しま
　弘
ひろ
　樹

き

北陸工業㈱

072-891-2523TEL 072-891-2647FAX



〒572-0819　寝屋川市大成町7-14

1971年10月20日生

代表取締役

山
やま
　村
むら
　弘
ひろ
　毅

き

山文産業㈱

072-823-1651TEL 072-823-1653FAX

〒581-0813　八尾市泉町2-71

1976年4月12日生

取締役工場長

米
よね
　田

だ
　泰
やす
　成
なり

㈱米田鉄建

072-999-6945TEL 072-922-9394FAX

〒567-0058　茨木市西豊川町18-2

1979年3月25日生

専務取締役

松
まつ
　田

だ
　吉
よし
　展

のぶ

光平鉄工㈱

072-641-8460TEL 072-641-8366FAX

〒555-0041　大阪市西淀川区中島1丁目19番49号

1992年12月20日生

工事主任

藪
やぶ
　野

の
　裕
ゆう
　磨

ま

㈱藪野興業

06-6475-3667TEL 06-6475-3668FAX

〒571-0017　門真市四宮5-1-34

1979年10月3日生

代表取締役

吉
よし
　川
かわ
　智
とも
　寛
ひろ

㈱吉川工業

072-803-7861TEL 072-803-7862FAX

〒567-0836　茨木市目垣2-25-23

1988年2月6日生

工場長

田
たの
　上
うえ
　友
ゆう
　貴

き

山堀建設㈱

072-636-1637TEL 072-636-1624FAX

〒547-0014　大阪市平野区長吉川辺4-2-1

1969年12月25日生

代表取締役

横
よこ
　内
うち
　　　聡

さとし

㈱横内鐵構

072-335-5275TEL 072-335-2681FAX

〒621-0013　亀岡市大井町並河2丁目13-20

1995年9月28日生
櫟
いち
　原
はら
　　　怜

れい

㈱ヤマグチ鉄建

0771-56-8445TEL 0771-56-8446FAX

〒583-0857　羽曳野市誉田1692-3

1986年6月30日生

工事部次長

松
まつ
　下
した
　　　誠

まこと

豊工業㈱

072-956-9543TEL 072-956-9794FAX

〒579-8013　東大阪市中石切町5-1-22

1988年5月14日生

営業部係長

赤
あか
　松
まつ
　整
せい
　芝

じ

吉田鋼業㈱

072-986-9886TEL 072-984-9394FAX



冨屋重機
各 種 ク レ ー ン リ ー ス 業

鉄 骨、 木 造 建 方 一 式

重 量 物 据 付、 運 搬 一 式

ゴ ン ド ラ 作 業、 生 コ ン 打

 〒 577-0803　　東大阪市下小坂 4丁目 7－ 14

　　　　　　ＴＥＬ　06-6729-3405

ＦＡＸ　06-6729-3401

携帯電話　080-9474-0989

建築工事業　大阪府知事許可

（般 27）第 134742 号

鋼材の総合加工センター

ＨＡＮＷＡグループ

ダイコー小和野株式会社
薄・中・ 厚鋼板 のシャ ーリ ング・レ ーザー 加工

プ レ ス 曲・ ロ ー ル 曲・ 穴 開 加 工
ショットプライマー加工・開先・溶接加工

３ Ｄ レ ー ザ ー 加 工・ 形 鋼 曲 げ 加 工

〒 559-0031　大阪市住之江区南港東 8丁目 1番 41 号（大阪シャーリング工場団地）

ＴＥＬ（06）6612-5781（代表）　　ＦＡＸ（06）6612-3882

http://www.daikohsteel.co.jp

30周年記念誌作成にあたり、ご支援のご協力を
くださった皆様に心より御礼申し上げます



冨屋重機
各 種 ク レ ー ン リ ー ス 業

鉄 骨、 木 造 建 方 一 式

重 量 物 据 付、 運 搬 一 式

ゴ ン ド ラ 作 業、 生 コ ン 打

 〒 577-0803　　東大阪市下小坂 4丁目 7－ 14

　　　　　　ＴＥＬ　06-6729-3405

ＦＡＸ　06-6729-3401

携帯電話　080-9474-0989

建築工事業　大阪府知事許可

（般 27）第 134742 号

鋼材の総合加工センター

ＨＡＮＷＡグループ

ダイコー小和野株式会社
薄・中・ 厚鋼板 のシャ ーリ ング・レ ーザー 加工

プ レ ス 曲・ ロ ー ル 曲・ 穴 開 加 工
ショットプライマー加工・開先・溶接加工

３ Ｄ レ ー ザ ー 加 工・ 形 鋼 曲 げ 加 工

〒 559-0031　大阪市住之江区南港東 8丁目 1番 41 号（大阪シャーリング工場団地）

ＴＥＬ（06）6612-5781（代表）　　ＦＡＸ（06）6612-3882

http://www.daikohsteel.co.jp

アイエスケー株式会社

協賛企業一覧



愛知県蒲郡市拾石町前浜 58-6
www.mkinfo.co.jp

協賛企業一覧



〒 547-0001

大阪市平野区加美北 6丁目 4-2

電話 （06） 6794-3333

ＦＡＸ （06） 6792-2885

E-mail:aduma@aqua.ocn.ne.jp



前泊　千久

〒６５１-2113　神戸市西区伊川谷町有瀬 759-1-4

ＴＥＬ（078）976-7777　　ＦＡＸ（078）976-7778

兵庫県クレーン事業協同組合・神戸市クレーンリース業協力会加盟

協賛企業一覧



〒６５１-2113　神戸市西区伊川谷町有瀬 759-1-4

ＴＥＬ（078）976-7777　　ＦＡＸ（078）976-7778

兵庫県クレーン事業協同組合・神戸市クレーンリース業協力会加盟



溶断・シャーリング・大型レーザー

孔 明・ シ ョ ッ ト・ 開 先 加 工

イシキリスチール株式会社

〒 579-8013　 東 大 阪 市 西 石 切 町 ６ 丁 目 ２ 番 ３ ７ 号

Ｔ Ｅ Ｌ .072-987-2041（ 代 ）　　 Ｆ Ａ Ｘ .072-988-3707

協賛企業一覧





TEL 06 6855-0661

協賛企業一覧





協賛企業一覧





協賛企業一覧



田中亜鉛鍍金株式会社　本社

　〒 550 0012　大阪市西淀川区御幣島５丁目１番１号

　営業部　ＴＥＬ 06-6472-1234　ＦＡＸ 06-6473-2354

　品質管理課　ＴＥＬ 06-6742-1237　ＦＡＸ 06-6472-1336

田中亜鉛鍍金株式会社　尼崎工場

　〒 661-0965　尼崎市次屋２丁目１番５７号

　ＴＥＬ 06-6499-4614　ＦＡＸ 06-6498-4694



事務局から一言

　30 周年おめでとうございます。

　振り返ると、 ２０１３年からのアベノミクスを契機に

鉄骨需要量も５００万トン時代へ突入し、 ファブ業

界はその恩恵を享受してきました。 しかし、 ２０１９

年からの景気後退期入りに加え、 昨年は新型コ

ロナウイルス感染症が拡大。 ファブ業界は仕事

量の激減に喘ぎ、 経営者は苦しい会社運営を

強いられることになりました。

　こうした時代の中で、 最も心強いのがファブの

仲間同士の連帯意識であり、 熾烈な競争を展

開するのではなく、 少ない仕事を分け合うという

「助け合いの精神」 の存在です。

この 「助け合いの精神」 を生み、 これまで育て

てきたのが青年部だということは疑う余地のない

事実です。 そういう意味では、 青年部の存在意

義は非常に大きいものです。

　今後も幾多の苦難が訪れるでしょうが、 青年部

が培った 「助け合いの精神」 と 「連帯感」 で乗

り越えていくでしょう。 この力を今後も育てていっ

て下さい。 将来を担う皆さんに期待しています。

大阪府鉄構建設業協同組合

事務局長　鈴村　順

令和 2 年度　青年部会役員

会長 　　　　　　　  　　松田　吉展

副会長／交流委員長    　      　 吉川　智寛

書記 　　　　　　　　　               藤尾　正太郎

書記 　　　                         大西　正剛

会計　　　　　                             吉田　恒

技術委員長                        小野木　伸浩

技術副委員長                         田上　友貴

経営委員長               　　      尾﨑　正太

経営副委員長                 　　　斉藤　英生

監査                        　　　　新木　謙之

顧問                          　　　横内　聡

全青会副会長 　　　　　　　坂本　泰雄
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